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Constant-step quantum circuits can compute the OR function

09
～定数ステップ量子回路による論理和関数の計算可能性の解明～
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量子コンピュータの実現を阻む
大きな問題は、情報を表現する
量子ビットの状態が短時間で崩
壊しアルゴリズムの正しい実行
を妨げることです。ここでは状
態の崩壊前にアルゴリズムの実
行を完了させる技術の核となる、
論理和関数を定数ステップで計
算する量子回路を紹介します。

論理和関数を定数ステップで計
算する量子回路が構成可能かど
うかは10年来の未解決問題でし
た。本研究では、このような回
路の構成に世界で初めて成功し
ました。また、この成果を応用
し、従来より少ないステップの
量子回路で多様な計算が可能で
あることを証明しました。

量子ビットの状態が崩壊する前
にアルゴリズムの実行を完了さ
せる技術を構築し、量子コン
ピュータの実現に貢献します。
量子コンピュータにより、最適
化問題に対する超高速計算等、
現在では不可能な計算が可能と
なり、実社会における様々な課
題の解決が期待されます。
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